
　
職
場
で
の
摩
擦
、
子
ど
も
の
頃
の
些

細
な
体
験…

。
ご
く
小
さ
な
心
の
傷

=

ス
モ
ー
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
が
、
実
は

人
生
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ス
モ
ー
ル
・
ト
ラ
ウ
マ
に
対
処
す
る
こ

と
で
、
本
来
の
自
分
に
見
合
っ
た
人
生

を
取
り
戻
す
方
法
を
紹
介
す
る
。

　
私
と
と
し
き
は
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
。

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
抜
群
だ
よ
。
で

も
、委
員
会
は
違
う
ん
だ
。私
と
あ
の
人
、

同
じ
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
違
う
と
こ
ろ

も
あ
る
。
さ
が
し
て
み
た
ら…

。
多
様

性
が
輝
く
世
界
を
描
く
絵
本
。

　
あ
ず
き
の
大
好
き
な
ア
イ
ド
ル
・
ギ

ョ
ン
ギ
ョ
ン
が
行
方
不
明
に
!?
す
ず
た

ち
３
人
は
目
撃
情
報
の
あ
っ
た
う
み
か

ぜ
シ
テ
ィ
ー
で
ギ
ョ
ン
ギ
ョ
ン
を
探
す

け
れ
ど…

。

　
通
称
・ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
、
太
陽
の
下
で
活
動
で
き
な
く

な
っ
た
刑
事
の
岬
田
。
そ
の
代
償
と
し

て
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
五
感
を
手
に
入
れ
、

警
察
と
犯
罪
者
た
ち
の
思
惑
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
、
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
た

元
恋
人
を
捜
そ
う
と
す
る
が…

。

　
群
馬
県
警
本
部
捜
査
一
課
の
刑
事
・

白
澤
蕗
は
兄
に
２
０
０
万
円
を
無
心
さ

れ
、
署
の
証
拠
品
保
管
庫
か
ら
現
金
を

盗
み
出
す
。
元
検
事
の
小
曾
根
に
金
を

借
り
て
保
管
庫
に
戻
す
が
、
今
度
は
小

曾
根
か
ら
強
請
ら
れ
る
。
借
用
書
を
取

り
戻
そ
う
と
小
曾
根
宅
へ
侵
入
す
る
と

…

。

　「
ア
ー
ト
は
目
で
見
て
楽
し
む
も
の
」

そ
ん
な
決
め
つ
け
が
、
誰
か
を
、
あ
る

い
は
自
分
自
身
を
傷
つ
け
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
無
意
識
の
決
め
つ
け
や
思

い
込
み=

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
に
つ
い
て
、
身
近
な
場
面
を
通
し

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
１
月
７
日
（
火
）
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
向
け
の
お
は
な
し
会

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ふ

き
の
と
う
」
に
よ
る
大
人
向
け
の
読
み

聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
１
月
23
日
（
木
）　
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
読
み
聞
か
せ

　
毎
月
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。

た
ね
ど
ん
ど
ん
：
第
１
・
２
・
４
土
曜
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
：
第
３
土
曜
日

お
は
な
し
て
ま
り
：
第
２
日
曜
日

各
読
み
聞
か
せ
は
14
時
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
話
コ
ー
ナ
ー

BOOKSBOOKS
ブックス

町図書館 ☎33-0215町図書館 ☎33-0215

１月

休館日 １月１日（水）～３日（金）・６日（月）・14日（火）
20日（月）・27日（月）・31日（金）

お
す
す
め
の
本

「
夜
刑
事
」

大
沢 

在
昌
／
著
　水
鈴
社

「
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト
」

松
嶋 

智
左
／
著
　光
文
社

「
お
な
じ
と
こ
ろ
ち
が
う
と
こ
ろ
」

新
井 

洋
行
／
作
　く
も
ん
出
版

「
な
ぜ
か『
な
ん
と
な
く
生
き
づ
ら

い
』の
正
体
」

メ
グ
・
ア
ロ
ー
ル
／
著
　河
出
書
房
新
社

「
す
ず
の
ま
た
た
び
デ
イ
ズ

　
　消
え
た
推
し
を
さ
が
せ
！
」

ト
ロ
ル
／
作
　ポ
プ
ラ
社

「
そ
れ
っ
て
決
め
つ
け
じ
ゃ
な
い
!?

　
　ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス・バ
イ
ア
ス
」

松
島 

恵
利
子
／
文
　汐
文
社

　
11
月
24
日
（
日
）
に
有
尾
地
内
に
て
、

養
老
郡
消
防
協
会
機
動
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
演
習
は
迅
速
か
つ
的
確
な
消

防
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、

町
消
防
団
と
町
消
防
本
部
が
参
加
し
、

気
象
を
は
じ
め
と
し
た
火
災
に
お
け
る

悪
条
件
下
で
の
活
動
を
想
定
し
、
火
災

警
報
発
令
下
で
の
警
戒
態
勢
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
（
日
）
に
町
消
防
団
へ
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
引
き
渡
さ
れ
、
養

老
消
防
署
に
お
い
て
引
き
渡
し
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
、
消
防
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き

今
年
度
は
第
１
分
団
に
配
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
団
員
ら
は
、
引
き
渡
し
式
を
終
え
た

後
、
消
防
車
の
操
作
説
明
を
受
け
、
火

災
発
生
時
な
ど
の
「
い
ざ
！
」
と
い
う

と
き
に
備
え
ま
し
た
。

　地域の火災予防に対する意識の向上を図るとともに、消防の技術や設備を披露することで地域住民の皆さまに安心し
て生活してもらうことを目的に令和７年消防出初式を実施します。
日　時：１月 12日（日）８時 30分～　※天候により内容が変更することがあります

場　所：養老町民会館
　また、消防出初式終了後には養老鳶はしご登り保存会による新春演舞が披露されます。町行事をはじめとした多数の
イベントへ出演し、地元「養老」を盛り上げるために子どもたちと一緒に活動を続け、「金沢百万石まつり」で加賀鳶
はしご登りとの共演も実現しました。観客を魅了する迫力ある演舞をぜひ間近でご覧ください。（小学生以下のお子さ
まにはお菓子の配布もあります）

養
老
郡
消
防
協
会

機
動
演
習
実
施

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新

消防消防
だよりだより

行
事
・
お
知
ら
せ

ポークビーンズ〈主菜〉

　フライパンひとつで、短時間でできる豚肉と豆を使ったトマト
味の料理です。減塩しょうゆや減塩コンソメを使うことで食塩相
当量を0.4ｇ減らすことができます。１日の食塩摂取量の目標量
は男性7.5g未満、女性6.5g未満です。市販の減塩商品を活用し
ておいしく減塩を心がけましょう

材料（４人分）
玉ねぎ・・・・・・・中１個
にんじん・・・・・１／３本
豚こま切れ・・・・・180g 
片栗粉・・・・・・大さじ１
油・・・・・・・・小さじ１
大豆（水煮）・・・・140g
トマト缶（ダイスカット）・・400g

ケチャップ・・・・40g
減塩しょうゆ・・小さじ1
減塩コンソメ・・・１個
　　　（または小さじ２）
こしょう・・・・・少々

①　玉ねぎは横半分に切り、５㎜幅の薄切り、にんじん
はいちょう切りにする。

②　豚肉に片栗粉をまぶし、油をひいたフライパンで両
面を焼く。焼き色がついたら、①、大豆の水煮、ト
マト缶を加え、ふたをして弱火で煮る。

③　玉ねぎとにんじんに火が通ったらAで調味する。
④　器に盛り付け、好みで粉チーズをかける。たんぱく質

13.2g
脂質
12.7g

カルシウム
58㎎

食塩相当量
1.0g

野菜摂取量
160g

エネルギー
234kcal

●１人分栄養量

作り方

粉チーズ・・・・・小さじ１

A

誰かの明日を考える「はたちの献血」

岐阜県健康福祉部薬務水道課　☎058-272-1111

　風邪などで体調を崩す人が多いこともあり、献血者が減少しがちな冬期において、安全な血液を安定的に確保するため
に「はたち」の若者を中心として、広く県民各層に献血に関する理解と協力を求める「はたちの献血」キャンペーンが１
月から２月までの２カ月間にわたって全国的に実施されます。
　献血は身近なボランティアです。全国各地にある血液センターや献血ルーム、地域ごとに運行されている献血バスで実
施しています。「はたちの若者」を中心とした県民の皆さまは、ぜひこの機会に献血へのご協力をお願いいたします。

令和７年消防出初式を開催します
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